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          明るい明日に向かってチャレンジしよう！       文責：定時制教頭 
                                    

●2020年、よい年になりますように 

 2020 年始まりました。オリンピックイヤー、しかも日本で開催です。マラソンコースや厚底シューズ、桃田選手

の交通事故など関連ニュースが毎日流れています。前半はオリンピック一色になりそうです。観戦チケットはなかな

か手に入らないようですが、いろいろな文化、技術、記録を目撃することになるでしょう。楽しみたいですね。 

浜名高校では３人が成人式を迎えました。おめでとうございます。来年度の１年生は１８歳で成人式を迎えます。

では、今の１年生は何歳で成人なのか。そもそも成人と未成年の違いは何か。具体的なことが気になります。１８歳

成人でも、喫煙、飲酒などはダメです。できることは増えますが、どれも責任が伴うものばかりです。 

（下の表は政府広報オンラインより） 

  

本年も、どうぞよろしくお願いします。 

 

●第３２回合同文化祭 １月 17日（金） 浜北文化センターにて 

今年は浜名高校が事務局を務め、合同文化祭を開催しました。静岡県西部の６校の定時制高校（浜名、磐南、新居、

大平台、浜工、浜松北）が一堂に会して、それぞれの授業や部活、趣味の成果を発表し合います。 

事務局校として、浜名高校生徒のみんなも役割を果たしました。ステージ部門は生徒会長の開会宣言で始まり、司

会も１年生から３年生のリレーで、開会式、それぞれの演目、閉会式を繋いでいきました。 

展示の部では、２、３年生を中心に、美術や家庭科の授業の作品や修学旅行で撮った写真を出品し、どれも個性あ

ふれる力作でした。浜名高校は 7 人の生徒が受賞しました。おめでとう！ 

 ステージ部門では、１年生が音楽の授業で練習した「心の瞳」の合唱を披露しました。前日の練習では、今一歩、

自分たちの殻を破れないでいた様子でしたが、本番では、それまでよりも声を出し、心を一つに、合唱を作り上げて

いました。もう一組、107rings は２年生の５人組で、ドラマティックな構成とキレのあるダンスで最初から観客を

盛り上げていました。 

 



 

 観客のみんなも、この文化祭の成功の大切な要因でした。当日は、演者の思いやメッセージに耳を傾け、聞くとこ

ろは聞く、盛り上がるところは盛り上がっていました。一体感のあるステージに仕上がったのは、”出演しなかった

みんな”も役割を果たしたからです。終わったときの充実感を自信に思ってください。これからの学校生活でも、そ

れぞれの役割を楽しみながら果たして行きましょう。 

 

 

展示の部 

 

                     ←三年生のモザイク版画 

                                       スクラッチボード→                  二年生の 

                               力作ぶりが写真に写らない…                   エコバッグ↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 ←我らが生徒会長の開会宣言でステージが始まった！ 

 

                                                          

一年生の合唱  

                                                         ワンチームになれたね 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        107rings！ 

                                 カッコイイ！ 

                          今日１番の盛り上がり 

 

 

 

 

 

 

      Cool & Cute                                   司会もしっかり → 

                                                やってくれました 

 


